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Ⅳ .		総合討論

座長：足立己幸
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めに、長時間の労働をしてらっしゃるとか、或いは

夜間勤務や変則勤務などしてらっしゃる、或いは一

人暮らしの方、といったふうに自分でできないこと、

というか出来ない条件の中で、共食を実現していこ

うと考えた時に、国の基本的なお考えとか或いは具

体的な施策とか提案をお持ちなのかを伺いたいと思

いました。このことは、学生に対して共食はなぜ大

切かということを話すときに、私自身が答えに窮す

るところでもありますので、ぜひ伺いたいと思いま

した。そして、私自身がどうしても共食というと、

個人や家庭のサイズで、生活習慣の改善といったと

ころで捉えがちなのですけれども、先生のお話しに

もありましたように、ワークライフバランスとか、

社会で解決すべき課題が多々あります。このことが、

例えば第 2 次の「健康日本 21」の中にも表されてい

るような、社会環境の整備と

いったキーワードでもこれを

考えていかなければいけない

のかなと、思ったりしていま

す。その整理をどのようにし

ていったら良いのか、ご助言

頂ければありがたいと思いま

す。よろしくお願いします。

足立：はい、ありがとうござ

います。清野さん、いかがで

すか。今、食育推進基本計画の重点課題として “ 生

涯を通した食育 ” とうたっているけれども、うまく

食育の波に乗れていない中高年の人たちや、ライフ

スタイルが異なり、生活環境が異なる人が多くなっ

ている現実の中で、共食を軸にした食育をどうした

ら良いか、国の施策についてもうかがいたい、とい

う質問です。

清野： 例えば職場、私も紹介のところでも書きました

けれども、仕事をしながら今 4 歳の子どもを育てて

いますけれども、本当にワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）、いかに早く帰るかというのは

私の中でも課題で、職場環境というのは非常に重要

だなというふうに考えています。仕事と生活の調和

というのは内閣府の他の部署で行っておりまして、

和泉（総合司会）： それでは、総合討論の座長は足立所

長にお願いしております。よろしくお願いいたします。

足立： 皆さん、4 人の方々の発言はいかがでしたか。途

中で休憩時間もなくて、本当にぎっしり詰まった特

別講演や発言をいただき、頭の中がいっぱいかと思

います。本日のシンポジウムのテーマ「共食で、あ

たたかい食育を」の総合討論を始めます。大変幸せ

なことに、特別講演をして下さった小泉先生も参加

してくださいます。小泉先生、発言者の皆さま、ど

うぞよろしくお願いし

ます。会場の皆さまも

ご協力ください。本日

は、愛知県内の皆様に

加えて全国各地から、

バックグランドも様々

な方々が参加してくだ

さっていますので、会

場からの質問を先に頂

きたいと思います。発

言してくださる方はマ

イクのところまでお越しいただき、ご発言ください。

本日のテーマは大変広く、深いテーマです。会場か

らさまざまな発言をいただき、討論し、最終的には「共

食であたたかい食育を」について、それぞれが具体

的な課題を持ちあって帰りたいと思います。

　　では質問などがおありですか？

山本さん：神奈川県立保健福祉大学の教員をしており

ます、山本と申します。管理栄養士の養成課程で、

給食に関わる授業等を担当しております。本日はご

講演からシンポジウムまで、大変貴重なお話をたく

さん頂きどうもありがとうございました。質問は、

清野先生にお願いしたいと思います。お話しの中に

もあったことで、第 2 次食育推進基本計画の中にも

書かれていたことですが、やはり共食を実現するた

登壇者：小泉英明、清野富久江、上原正子、
	 	 田代晴子、近藤京子、塚原丘美
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その労働環境や働き方を改善していくということは、

もう政策の中で今やられていることですので、そう

いったところと内閣府の中でも連携していき、その

中で家族と食べる、早く帰って家族と食べるという

ようなことも重要だということを推進していきたい

と考えているところです。そういった観点で食育白

書の中にも事例として取上げましたが、労働組合さ

んの取組ですとか、或いは企業が家族の日というこ

とで、早く帰って家族と食事をしましょうというふ

うに、取り組んでいるところがありますので、そう

いった事例を国としても出していきたいと考え、進

めているところです。とはいえ、やはり「一緒に食

べる」ということだけを考えると、私自身を振り返っ

てもなかなか、昨日も出張で夜遅くて子どもと一緒

には食べていなくて、今日も朝早くて一緒には食べ

ていなくてと、考えるとなかなか難しいのですけれ

ども、食育ガイドで示したように、本当に単に「食

べる」という行為だけに着目するのではなくて、そ

の前後も含めていかに家族とコミュニケーションを

取りながら食を話題にして、何を作ろうか、何を食

べようか、そんなことを話題にしていくことから始

めるということも、非常に重要なのではないかなと

いうふうに考えております。そういった意図も込め

て、食育ガイドの中では幅広い共食ということを捉

えたところです。

足立：ありがとうございました。今は家庭で家族との

共食をどういうふうに実現していくか、という視点

でのお話しだったと思います。職場で仲間たちとの

共食については、いかがでしょうか。

清野： はい、職場で仲間たちとということで、そうで

すね、内閣府の食育推進室でということではないの

ですが、最近メディア等で一番よく出てきているの

は、その職場の食堂ですとかカフェテリアですとか、

そういったところを使いやすく改善してきているよ

うなところがかなりあるようです。その結果、その

仲間、職場の仲間とのコミュニケーションが増えて、

アイディアが出てきて新しい企画につながったとか。

そういうその職場の中で食べることを大切にしてき

ている企業も出てきているということは理解してお

りますので、そういったこともいろいろな場を通じ

て、発信をしていければなというふうに考えていま

す。

足立：清水なかまの家は高齢者の方々を中心に共食の

場づくりをして、成果を上げていらっしゃいますが、

中高年の男性の人びととの活動や計画があったらご

紹介いただけますか。

近藤：  特に男性というのは、今のところ少ないですね。

ただお弁当を届ける役割を担っています。お弁当の

配達で男性たちが入ってきて下さっているというの

は、大変力強いものがあります。そういう形ではあ

りますが、サロンの方にお見えになる人は少ないで

すね。

足立：会場の中に、何か良いアイディアか実践経験を

お持ちの方がいらっしゃったら、ご紹介頂きたいと

思います。

　　では、次の質問に移りましょう。質問でもコメン

トでも良いです。はい、どうぞ。

堀さん：名古屋大学の保健学科看護学専攻で教員をし

ております、堀と申します。本日は貴重なお話をど

うもありがとうございました。大変興味深く聞かせ

て頂きました。

　　どなたが良いのか不明なので、とりあえず足立先

生でお願いしたいです。

　　私の知り合いで一人暮らしの 65 歳の男性、田舎に

暮らしている方が、遠くの地域で生活している人と

一緒にインターネットを使って食事を食べていると

いうことです。食事の内容はまったく別なのですけ

れども、地元の人ですと、変なことを話すと噂になっ

てしまうから、遠くで仲良くなった人とインターネッ

トで画面を見ながら、同じ番組を観て、そして色々

ニュースの時事についてお話したりとか、そういう

興味のあることをやっている。一人で食べているよ

り、やっぱり今そういうことをやっているのがすご

く楽しい、とのことです。一日中で、仕事も自営業

なので、一日誰とも喋らないということもあるとい

うことで、そういうときに、一緒のものでもないし、
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一緒のものを食べるわけでもないし、ただ場を共有

するという、画面上ですけれど、それだけでも共食

として意味があるのかどうか、教えていただけたら

なあと思いまして、質問させていただきました。

足立：新しいタイプの共食の一つの形だと思います。共

「食情報の交換」にあたると思います。本日の足立の

発言で紹介した全国高齢者の食生態調査で、別居子

と電話等で食事の話をする頻度が高い高齢者は日常

の食事内容が良好な人が多いという結果がありまし

た。食べる行動、作ったり準備する行動と、そのた

めに必要な能力を育て、情報を交換する行動は食行

動の 3 つの基本行動ですが、これらは連動しています。

質問をいただいた男性の場合は、インターネットで

の情報交換を楽しみながらの食事で、多分その会話

の中には食事のことも入ってくるのかもしれません。

清野参事官補佐が先ほどおっしゃられたように、共

食について “ できることからやりましょう ” という入

り方の一つとしても期待されます。

　　今のインターネットでの情報交換が育ってくると、

次の段階で近所のお年寄りとも交換ができるように

なる。近所でもインターネットでも良いんですよね、

恥ずかしかったら。だんだんそうした輪が広がって

いくといいなと思います。新しいタイプの共食の輪

になることが期待されます。どうでしょう。

清野： 私が、一言。インターネットではないですが、

私の場合、義理の母が今一人で奈良の方に住んでい

ますので、電話で「今日何食べた」っていうような

会話をしています。それも一つの食情報の交換だと

思います。それから、必ず送るものはおかずになる

物とかですね。そんな感じで繋がりを持っています。

あれは共食に入らない、これは入らないということ

ではなくて、色んなものが繋がっていくと思います

ので、インターネットでの情報交換も否定するもの

ではないと考えます。

小泉 :  今のお話を聞かせていただいて、すごく良いア

イディアだなと思いました。今スカイプ (SKYPE) を

海外と国際会議をやる時に、相手の顔を見ながら議

論できるということで、活用しています。食事のこ

とまで頭にはなかったのですが、確かに食事の時に

も使えますね。電話とは全然違って、同時に相手の

顔も表情も見える、そしたら普通にお話しができる

わけですよね。

　　実は震災後仮設住宅の問題について地元は悩んで

おられるのですけれども、その解決のヒントになり

そうな気がします。そういうような本質が捉えられ

ているものは発展するし、非常に重要です。　例えば、

母乳の場合とミルクの場合とどちらが良いかという

議論がよくあります。大事なのは栄養だけの話では

なくて、その時の赤ちゃんと心がどう通うかという

ところが、むしろ本質的なのですね。ですから、今

よく問題にされているように、母乳であっても携帯

をいじりながら授乳をしているケースがあって、そ

れではなんにもならない。でも、哺乳瓶でもですね、

赤ちゃんの目を見ながらですね、「目交」（まなかい）

と言いますけれども、目と目を合わせてコミュニケー

ションしながら赤ちゃんがミルクを飲むという。そ

れだったら哺乳瓶の方がはるかに良いわけですよね。

だからやっぱりその、目的が何かということですね、

手段ではなくて、目的がうまく達成できる方法、そ

れがすごく大切だと思いますので、今のお話しは大

変によいですね。　ヒントになりましたし、びっく

りしました。ありがとうございました。

足立：  他にいかがでしょうか。はい、井形学長、どうぞ。

 

井形： 井形です。今日は色々勉強になりました、あり

がとうございました。私は特に高齢者、自分が高齢

者ですね、高齢社会であります。今、討論の話題は

主に子どもになっていますが、高齢社会においても、
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地域とのかかわりが重要になっています。残念なこ

とに、家族関係が希薄になっている。それが、あと

10 年か 20 年か経つと独居所帯が 4 割近くなる。そ

したらそれを結びつけるのはね、やっぱり食事でしょ

う。高齢者の専用住宅とか、寝る場所は別にあるけ

れども、コミュニティの場が必要でしょう。そこで

一緒に食事して一緒にお話しすると、そういう地域

社会の再構築が優れた目的に入れられるのですね。

　　「レイントケア」という施設があります。これも寝

るときは別室ですけれど、外へ出たら外でコミュニ

ティを再構築する、その中心が食事、そういうこと

なのですね。共食はこれから高齢者にとても重要な

視点だと思いましたので発言しました。

足立：ありがとうございました。共食をめぐる次の機

会に、充分に議論ができるとよいと思いました。

小川原さん :  名古屋学芸大学管理栄養学部 3 年の小川

原と申します。本日は貴重な講演、大変興味深く聞

かせていただきました。ありがとうございます。

　社会性というか、人間としての社会性を育むために

必要な、小さいころに知るべき感情というか、小泉

先生のおっしゃる愛着とかそういったものを育むの

には、共食ってすごく重要だっていうことを、すご

く分かりやすく説明していただいて、よく理解でき

ました。

　　質問は、今の子どもたち、そういった問題を今問

題としてできているから、子どもたちには指導でき

るけど、すでに社会人になった人、そういった感情

を育まれずに育った社会人になってしまった人に対

するアプローチの仕方はどうしたらよいか、です。

そういう人たちもそういう大人たち、学生もそうで

すけれども。そういった年代に対するアプローチの

仕方はどうしたらよいかを知りたいです。管理栄養

士としてのアプローチの仕方にアドバイス頂ければ

と思います。

足立：とても難しい、本日の課題の根幹に関わるよう

な質問が出てきました。まず小泉先生のお立場から、

一言お願いします。

小泉： 本当に足立先生の指摘のように、とても本質的

な問題だと思います。

　　私も色々赤ちゃんのお話しをさせていただく機会

が多いのですけれども、そういう時に、もう大きく

なった、自分たちは大きくなってしまった、自分た

ちはどうしたら良いのかというご質問がよく出て、

つい、もう手遅れですって言ったりするのですが、

それではまずいのですね。　

　　申し上げますけれども、やっぱり小さい時はすご

く大事なので、それはもちろん大事にしなくちゃい

けないのです。臨界期ということが言われ、小さい

時しかできないと、言われることがあります。これ

はちょっと過剰な言い方ですね、例えば語学なんか

もそうです。例えば、小さいときに英語をしないと、

あとは喋れなくなるとか、いわれます。しかし、例

えばお相撲さんの例をあげますと外国のお相撲さん

が中学とか高校を卒業してから日本にいらして、そ

れまではまったく日本語をやったこともないのに、

日本の生活の中で、日本人と区別がつかないくらい

上手な日本語を話す人も少なくありません。小さい

ときにやってなくても喋れるわけですね。

　　神経科学的にも勘違いされている部分があって、

大きくなったら手遅れだという、断定的なお話しは

ないのです。大きくなったら確かに学習効率は落ち

るというケースはかなりありますけれども、決して

遅くはない、もうできないということではないので

す。

　　でも、お年寄り、或いはもう成人した人に対して、

どうしたら良いかというは、確かにご指摘のように

研究不足というか、そこのところがよく研究されて

いないのです。　多分赤ちゃんの研究の次は、もっ

と大きくなった人たちをどうしたら良いのかという

研究かもしれません。それで、教育というのはやっ

ぱり長い目で見る必要がありますから、まず、その

小さいところからしっかりと育んで、社会全体を長

い目で変えていくという。これが大事ではないかと

現在は考えております。

足立：私が先ほどの発言２で紹介した 1 回目の調査

（1981 年）に協力してくれた当時の小学 5 年生は、

今ちょうど 41 〜 2 歳になっています。子育てでも、
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社会的な活動でも最盛期の年代です。自分の子ども

たちとどう向き合っているでしょう？　中には携帯

電話優先の食卓で平気な家族になっている人もいる

かもしれない・・・。

　　今全国的に、家族との共食が量的にも質的にもうま

くいっていない現実について、当時の子どもたちに

申し訳なく、胸が痛む思いです。共食・孤食をめぐ

る問題点とその構造がかなり明らかになってきまし

たが、現実の生活の中では改善されていないことに

ついてです。

　　一方で、子どもたちの共食・孤食についての関心や

態度に関する調査で、子どもたち自身の改善への期

待が大きいのですが、大人たちがそうでない現実を

知り、あきらめの気持ちが広がっていることも確認

されています。おとなたちとは家族だけでなく、学

校関係者も含まれています。食育が学校でも積極的

に進んでいますが、共食・孤食から見るとさまざま

な問題点があるようです。言いにくいことですが、

学校では子どもだけの問題でなく・・・・。

上原：言いにくいこと、というのは足立先生、先生方の

問題のことでしょうか。

足立：そうです。あの、自分たちを含めてです。

上原：子どもへの食育や共食についての指導はかなり検

討され、実践されてきました。しかし今のご質問の

ように、大人については難しいと思います。私が指

導者の立場として 3 点くらい、手法はあるのかなと

思います。

　　一つは、大人になるとやっぱり他人の中といいま

すか、他者の中の自分を気にする人が少なくないよ

うです。だから、他の人々の状況と、その中での “ あ

なたの存在 ” はという様な話しのすすめ方が、効果的

かなと思います。例えば、学校の中でも先生に対し、

家庭の様子や他の先生の活動例とかを話すとよいと

思います。この時、マイナス面でなく、良い方向で

話ができればよいというのが一つです。

　　二つ目です。大人の人は体験ができます。ある程度

色々な体験の場に参加することができるので、自分

からその体験っていうのはどうして自分にとって必

要なのかっていうことをきちんと見て体験すると良

いよね、ということのアドバイスができれば、見直

していただけるきっかけにはなるのかな。

　　三つ目です。今あげた二つのアドバイスをする人

がどういう立場の人かによって影響力は異なると思

います。今質問をした人はこれから管理栄養士にな

られる方ですよね。

　　学校の中でも専門家、食の専門家は何を考え、ど

う動くかの影響が大きいと思います。他の専門家や

大人への指導の場にも影響してきます。学校全体と

して、プラスの方向に動いていくのではないかと思

います。これは学校の中で仕事をしている一人とし

て、実感として言わせて頂きました。

足立：他国の場合、例えばオーストラリアやアメリカ

では、小学校教諭の新任研修のときに、「食育」が

あります。新任教諭自身の健康管理や食生活管理に

ついてはもちろんですが、学校での食育の教育者と

しての研修が

あります。西

オーストラリ

アを例にする

と食育キット

（食育の概念、

発達段階に応

じた食育プロ

グラムと評価

票、そのため

に必要な印刷

教材や映像教

材など）の 1

セットが全新

任教諭に配布

され、演習つきの研修です。すべての小学校の新任

教諭がその研修を受けて、配属先の学校に行くので

す。

　　食育を重視する国々は、施策として教育の一環と

しての食育の質を高めるために、関係者が協力し合っ

ています。日本は残念ながら、そこまで行っていま

せん。国の関係者に外国の実践事例を教材キットも

お見せして、教諭の新任研修段階での食育研修実施
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を提案したことがあります。が、“ 重要なことは理解

している。しかしもっと優先すべきことが山ずみだ。

その解決が優先だ ” とのことでした。食育は体そのも

の心そのもの、生きることの基礎ですから超最優先

課題と思いますが・・・・。

　　小泉先生に、国への説得の方法を教えていただき

たいと、今日の特別講演で思いました。

　さて、最後に発言者の方々に一言ずつ、「共食で、あ

たたかい食育を」という本日のシンポジウムのテー

マをめぐって、ご自分がお考えになる一番あたたか

いところというのが、あたたかい食育をすすめるこ

とができるキーワードというのでしょうか。それを

おっしゃって頂きたいです。

塚原：私は今大学で教員をしていまして、いつも昼食

をゼミ生と一緒に食べます。そこにはもちろん足立

先生と一緒にやってい

る「3・1・2 弁当箱法」

をベースにした昼食を

作って、持ってくるの

です。学生の中にはそ

れを持ってくる学生も

いるし、コンビニで買っ

てきた弁当を食べる子

もいるのです。みんな

でそれを食べながら、

たぶん私の弁当を見て、自分も作らなきゃいかんな

と思ってたまには作ってきたりして、そこでまたそ

の話しもするんですね。

　　こういうふうな、自分の場合には全員みんな管理

栄養士になりたいと思っている仲間たちが揃うわけ

で、そこでやっぱり私はそれを見ながら、そこで食

べごろの話とか、このお弁当箱は先生がこんなこと

言ったんだとか、そういうふうな話をする一番良い

場所であるように思います。共食というか一番楽し

い、私も楽しいですし、学生もそのお昼ごはん、み

んなで一緒に食べるのが、楽しみにして食べてくれ

ていると思います。テーブルが狭くて大勢のゼミ学

生がきゅうきゅう詰めで食べるんですね。テーブル

が狭くて、お弁当を重ねながら食べているのですけ

れども、でもそれがやっぱりみんな良い、楽しい場

所だし、そこにはみんな時間を合わせて、自分のス

ケジュールを合わせて来ますし、まあそこが一番大

切なところです。　こうしたあたたかさを持って卒

業していってもらいたいなと私は思っています。

足立：そうすると塚原研究室のランチは、教員と学生

という関係よりも、同じ生活者同志というか、そう

いう立場でのあたたかい食育にもなっているんで

しょう。

近藤：今はもう二人の子どもたちが 40 代と 30 代後半

で、大きくなりましたけれども、子どもを育ててい

るときに、うちの家では、“7 時に会いましょう ”、“ 夕

方の 7 時、夜の 7 時、7 時に会いましょう ” という

のがキーワードでした。

　　それは、夫がどんなに忙しくても、私がどんなに

忙しくても、子どもも部活で

も、塾はいかないけれども、

とにかく 7 時になったらみん

なで揃って夕飯を食べるって

いうことでした。これはもう

ずっと子どもたちが卒業する、

大きくなるまで、家を出るま

で、続けてきたことです。そ

れで、一緒に食べている力と

いうのは、少々子どもがあち

こちちょっと歪んだりしたけれども、戻ってきます。

だから、それはもう手ごたえがあるなあというのが、

私の一緒に食べるということへの、いまだに持って

いる思いです。

田代：私は、子どもの立場からの発言をします。自分

の父親がすごく無口で、優しい言葉とかあまりかけ

てくれるような人ではなかったのです。でも、父親

が作ってくれる私のラーメンには、いつも私だけに

好きな落とし卵が入っていました。一人暮らしする

ようになって、母親から送ってくれる仕送りの荷物

には、私の好きな食べ物とかチョコレートの銘柄と

か、全部すごく分かってくれています。今は、離れ

て暮らしているから食べることはできないけれど、

でも小さい時から一緒に食べている、そういう思い
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出が今の私を支えてくれています。だから今働いて

いるお店で、ちょっと子どもにイライラしているマ

マとか、ちょっと食事をあんまり大切にしていない

なという場面を見ると、“ すごく食事で子どもは支え

られることがあるから、大切にして欲しい ” を伝え

られたら良いなあって思っています。

上原：私からは、先ほどの話にちょっと付け加えます。

　小中学校は義務教育です。今、質問にありましたよ

うに、大人の人びとに食べることが大事、一緒に食

べるということがやっぱり大事だということを教え

ようとすると、なかなか機会はなくなります。

　　だから、小学校、中学校の時に、給食指導で共食

という今日の視点について、もう少し深く、どうし

たら共食が子どもたちの心に残るのか、共食はどう

したら良いだろうかっていうことを、指導して頂き

たいなあと思います。

清野：そうですね、一児の母として、また、今内閣府

というところで食育を担当している者として、やは

り最後に一言は “ できることから始めよう ” というこ

とです。お互いを認め合い、そしてできないところ

を伸ばしていくのはなかなか難しいですので、でき

るところから始めて、自信を持って、次に全体が伸

びていくような、そんな取組があたたかい食育に繋

がっていくのではないかと考えています。

小泉： 今日のお話を伺っていて感じたのですが、あた

たかい食育はあたたかい心を育むと、その可能性が

とても強いというふうに感じました。先生方の実際

のご経験を伺っておりましてそれを感じました。

　　このあたたかい心っていうのが、これからすごく

大事な時代になってくると思うのですね。仏教の方

なのですが、海外からいらっしゃった方で、ちょっ

と政治的な背景が色々絡むのでお名前は申し上げら

れないのですが、脳科学に大変興味を持たれてです

ね、自分のホテルに一度ちょっと来なさいというこ

とで誘って頂いて、仏教のお話を一時間ほど議論さ

して頂いたことがあります。

　　そのときに私にはどうしても伺いたいことがあっ

て、倫理とは何ですかということを伺いたくて、不

躾にそういうご質問を最後にいたしました。そうし

ましたら、その仏教の指導者の方はしばらくじいっ

と考えておられてですね、どうも初めてそういう質

問を受けたみたいで、それでおっしゃった言葉が、

Warmheartenedness というふうに言われたのです

ね。or Compassion と言われました。倫理っていう

のは、あたたかい心だと。私はその言葉は、素晴ら

しい言葉だと今でも感じています。そのあたたかい

心、それを育む可能性に、今回の食育というのは、

大切な役割があるのではないかと。

　　さらに、現代の世の中で、いわゆる Compliance と

いうことが盛んに言われます。法を守る、遵守。コ

ンプライアンスと倫理、これははっきり違っていま

す。倫理はやはりあたたかい心なのですね。法を守る、

そういうだけのことじゃないわけです。

　　だからこれから大事なのはあたたかい心。それを

今回は学ばせて頂きました。

　　特に私、今回大変感動させて頂いたのですが、作っ

てあげたいごはんコンテスト、素晴らしかったです

ね。あれは是非実行したいと思って、明日は日曜日

ですので、さっそく私のイメージでオムレツを一つ

作ってですね、それにケチャップで文字かあるいは

絵を描いて、家内に温かいうちに食べさせたいなと

思いました。

足立：皆様、それぞれにすばらしい、貴重なメッセー

ジをありがとうございました。

　　小泉先生のオムレツで告白 ( ？ ) も聞いてしまいま

した。ありがとうございました。

　　さて、本日のテーマ「共食であたたかい食育を」

について、あたたかい気持ちがとっても大事だとい
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うことが共有されたように思います。難しいのは、

その ” あたたかい気持ちをどう伝え合っていくか ” と

いうこと。これが課題になると思います。

　　繰り返しになりますが、食行動（食事を食べる行

動、食事を作って準備する行動、食情報を受発信し、

食生活を営む力を形成する行動）は多様な行動から

成り立っています。しかも、すべての人々が関わり、

地域やライフスタイルやさまざまな条件の影響を受

ける中での多様な営みなので、その人にとって自己

表現・自己実現の可能性が高い特徴があるといわれ

ています。

　　だから、食事の場はあたたかい気持ちを伝えるチャ

ンスが多い。それを受け止めて、ありがとうと言う

チャンスも多い。逆にそうじゃないと感じる、自分

がどうすべきかと葛藤する、こうしたプロセスを相

手が受け止めて悩っみを共有するチャンスも多い。

共食はこうした人間のあたたかさも、そうでない気

持ちや関係を共有できる、身近な場といえましょう。

　　折角そうした可能性を持っている場なのに、携帯

電話優先で食事が終わってしまうような状態を作ら

ないことも、すぐできることのひとつかもしれませ

ん。

　　本日のキーワードである “ 共食で、あたたかい食育

を ” がそれぞれの家庭や学校や職場や地域で成り立っ

て、あたたかい食育、あたたかい生き方、あたたか

い国際社会（少し大げさですが）などがうまく繋がっ

ていくことを願います。

　　それぞれの立場で、できることからやってみる。

病気で寝ている人も、障がいのある人も、それぞれ

がそれぞれの立場で、そういう自己表現・自己実現

の可能な場としての食事・食生活・食をもっと大事

にしていきたいと、強く思いました。

　　果てしなく続く、とても大きなテーマですが、今

日は皆それぞれがこのテーマを巡って考える場を共

有できたと思います。　この点で本日のシンポジウ

ムが一つの役割を果たさせて頂けたように思います。

　今日の特別講義をして下さった小泉先生はじめ、そ

れぞれ個性的な発言をして下さったシンポジストの

方々に、もう一度大きな拍手でお礼を申し上げて、

この会を終わりたいと思います。どうもありがとう

ございました。会場の皆様、どうもありがとうござ

いました。

和泉（総合司会）：  足立先生、どうもありがとうござい

ました。先生方どうもありがとうございました。こ

れをもちまして、本日予定しておりましたプログラ

ムを終了させて頂きます。

　　それでは、忘れもののないように、お帰り頂きた

いと思います。本日はどうもありがとうございまし

た。　　　




